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教育長記者会見記録（令和７年３月２１日（金）１３：００～１３：１０） 

 

○報告事項 

教育委員会３月臨時会について 

 

○質問項目 

1. 教職員人事異動について 

 

司会） 

それでは定刻となりましたので、教育長の記者会見を始めさせていただきます。 

まず教育委員会３月臨時会で審議いたしました、令和７年４月教職員人事異動について淀谷教

育長より報告させていただきます。 

 

教育長） 

  それでは私の方から、令和７年４月１日付の香川県教育委員会人事異動について、その概要の

ご説明をいたします。 

今回の人事異動でございますけれども、定年延長によりまして、２年に１度の定年退職が生じる

年であります。退職者が大幅に増加することから、昨年度に比べまして異動総数が増加しておりま

す。 

一方で、新規採用者につきましては優位な人材の確保、教員希望者の公平な採用機会の確保

などを目的に、年度ごとの平準化を図るとともに、教職員のより一層の働き方改革を推進するため

に、前年度に引き続き積極的な採用に努めております。 

校種別では小中学校においては、各学校が、夢や志を持って生きる子どもたちの心身を支える令

和型の質の高い公教育を行うために、校長に適格者４２名を登用し、全県的な視野に立って配置い

たしました。また、これまで学校を支えてきた退職教職員を再任用職員として任用するとともに、後

継者となる人材を、勤務経歴や専門性等を踏まえて、適材適所にバランスよく配置いたしました。 

県立学校でございますけれども、経営能力や柔軟な発想、強いリーダーシップを有する意欲ある

１２人の校長を登用し、全県的視野に立って配置いたしました。また、これまで学校を支えてきた退

職教職員を、再任用職員として任用し、これまでの勤務経験を活かし、学校教育に貢献しながら、

後継者の育成に当たってもらうよう、その専門性を踏まえた適材適所で配置したところでございま

す。 

資料１ページ、異動者数でございます。 

小学校９８６人、中学校６７５人、県立学校６３５人、事務局１９５人を合わせまして、計２,４９１人、

昨年と比べて２０９人の増となっておりまして、過去１０年間では４番目の異動規模となります。全体

の退職者は３５７人、昨年と比べて１５５人の増、新規採用者数は３２９人でございまして、昨年より５

２人増となってございます。退職が出る年と出ない年があるということで、２ヶ年度で見ますと、退職

者数合計５５９人に対しまして、新規採用者数６０６人ということで新規採用者の確保に努めたとこ

ろでございます。 
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定年延長についてでございます。職員の定年が令和５年４月から２年に１歳ずつ段階的に引き上

げられて、令和１３年４月に６５歳になります。令和６年度末に６０歳を迎えた教職員２６６人のうち、 

９３人が定年前に今年度末で退職することになっております。 

 

資料２ページをお願いいたします。 

次に学校関係の異動の主な特徴でございます。はじめに学校数ですけれども昨年度と同数、休

校であった丸亀市立の広島小学校、広島中学校が開校となりますけれども、休校状態は学校数に

計上しておりますので、同数のままということになります。県立学校については、同じく３９校というこ

とです。休校等の状況については資料の２ページに載せてございます。 

次に管理職等の登用についてであります。管理職等に、優れたマネジメント能力や柔軟な発想、

リーダーシップを有する意欲ある人材を登用して、各学校の教育力の向上を図るための人材配置

を行ったところです。 

 

3 ページをお願いします。 

小中学校長の登用者数、昨年から２人減の４２人、県立学校長の登用者数、昨年から２人増の 

１２人となってございます。 

次に副校長、高松市立下笠居中学校の五色台分校で１人の登用がございます。 

次に教頭の登用者数です。小中学校では昨年に比べて１０人増の６１人、県立学校では昨年に

比べて３人増の１９人となってございます。 

次に主幹教諭です。登用者数については、小中学校は昨年に比べ３人増の１３人、県立学校では、

２人減の４人となってございます。 

指導教諭につきましては、小中学校７０校に配置しておりまして、昨年より６人増の１５人を登用す

ることとしています。 

次に女性管理職の状況です。女性校長数につきましては、小中学校では昨年に比べ８人増の６２

人、県立学校は昨年と同じ６人となってございます。 

次に女性副校長、教頭数です。小中学校は昨年より１０人増の１２２人、県立学校は昨年より２人

増の１７人となってございます。 

 

４ページをお願いします。 

女性管理職の割合、30.0％から７年４月は 33.1％となってございます。 

次に交流人事についてです。公立小中学校において、教育水準の維持向上や教員としての視野

を広げ、資質能力の向上を図る観点から、管理職を含めた教職員の小中学校間の異動や香川大

学教育学部附属学校、県立学校などとの人事交流を行っております。 

小学校と中学校の間で異動する小中間異動者は４９人、昨年と比べて１６人の増、県立学校との

交流者は１０人で、昨年と比べて７人増となってございます。 

香川大学教育学部の附属学校との人事交流者は３４人、昨年と比べて６人の増となっております。 

香川大学教育学部との交流者は２人で同じでございます。県外との交流者はございません。 
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県立学校においても同様の観点から、県立学校の校種間異動や、県立学校と高松第一高等学

校、香川大学教育学部附属特別支援学校及び小中学校との人事交流を行っております。 

県立高校と県立特別支援学校間の異動者は１５人、昨年と比べて９人の減、香川大学教育学部

附属特別支援学校との交流者は６人、昨年と比較し１人の増、人事の一体化を行っております高松

第一高等学校との交流者は９人で、昨年と比べて２人の増となってございます。 

次に、特別支援教育の推進として、発達障害を対象とする通級指導教室の計画的な設置に努め、

小中学校４５校に小中学校県費負担教職員を配置支援するとともに、高等学校２校、特別支援学

校１校に教員を配置し、通級指導教室を設置してまいりました。 

令和７年度は新たに小学校４校、中学校１校、県立学校２校の計７校に設置することとし、教員を

増配置しております。 

最後に事務局の関係です。令和７年２月に県立アリーナが供用開始されました。新県立体育館

整備推進総室及び新県立体育館整備推進課を廃止し、供用開始直後の管理運営等を行うために、

保健体育課の課内室として県立アリーナ管理運営室を設置いたします。 

以上が令和７年４月１日付けの教職員異動の概要でございます。よろしくお願いいたします。 

  

司会） 

それではご質問等ございましたらお願いいたします。 

 

記者） 

女性管理職の割合についてなんですけれども、３３．１％は過去最高ですか。 

 

教育長） 

記録のある平成２７年度以降で比較しますと過去最高ということでございます。 

 

記者） 

  なんで最高になったのですか。 

 

教育長） 

  女性登用という趣旨もございますけれども、最近は女性比率も上がってきていますし、意欲とかマ

ネジメント能力がある方も当然増えてきているわけでございますので、そういう観点から登用してい

っているという、その結果でございます。 

 

記者） 

  今までは、マネジメント能力がなかったということですか。 

 

教育長） 

  そういうことではなくて、各種研修をいろいろとやっています。それと意欲と能力という点で言えば、

意欲がある方も増えてこられているということです。 
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記者） 

  最後に確認なんですけれども、今回２０９人増というのは退職者の数が多いということになるんで

すか。 

 

教育長） 

  退職者が多かったので、延べとして異動規模が大きかったということです。   

 

司会） 

他にございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

それでは、教育長記者会見を終了させていただきます。ありがとうございました。 


